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かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その④）：河原子海岸
写真右端は烏帽子岩。中腹には津の宮明神が祀られていて 漁師の守護神として海上安全と大漁が祈願されている。

伊師浜 ＡＡ　　川　尻 Ａ　　
会　瀬 ＡＡ   　河原子 ＡＡ
水　木 ＡＡ　   久慈浜 ＡＡ

今年も市内海水浴場の
水質は良好!!
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茨城が誇る高級ブランド 常陸牛
創業昭和49年　焼肉　ステーキ　韓国料理専門店

☎：０２９４－２１－１３８７
住所：茨城県日立市弁天町１－２－６
営業：Ｏｐｅｎ１７：００～ＬＯ２１：４５
日・祭日：ＬＯ２０：４５
定休日：火曜日
個室：和室2タイプ完備（要予約）
大宴会場完備
アクセス：日立駅中央口より徒歩７分
日立中央ＩＣより７分

肉のレストランくらた

夏のスタミナ補給に　暑気払いに
最高級の常陸牛を味わおう

詳しくは
「常陸牛 焼肉」
「常陸牛 ステーキ」で検索

各宴会プランご予約受付中！
nikunokurata . j imdo.com/
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6月の常議員会6月の常議員会

　本市行政の推進につきましては、日頃から格別の御理解、御
協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　また、貴社におかれましては、地域経済の発展及び雇用の創
出など、まちづくりの各分野において、多大な貢献をいただい
ており、重ねて感謝申し上げます。
　我が国全体の人口が平成20年をピークに減少に転じる中、
本市の人口は昭和50年頃から、転出者数が転入者数を上回る
社会減の状態が続いております。特に、本市では就職を機会に
市外へ転出する若者が多いことから、若者の市外転出抑制及び
市内への定住促進は、地域産業の発展はもとより、活力ある地
域社会の形成のためにも喫緊かつ重要な課題であります。
　そのような状況の中、昨年12月に、多くの皆様の御協力を
いただきながら、国や県の地方創生総合戦略を踏まえ策定した
「日立市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、市内におけ
る雇用を確保するとともに、日立に住みたい、住み続けたいと
思っていただけるよう、様々な施策に取り組みながら、しごと
がひとを、ひとがしごとを呼び、まちの活力が生み出されると
いう、「まち・ひと・しごと」の好循環の確立を目指している
ところでございます。
　つきましては、本市に所在する貴社の事業所における新規高
等学校卒業者の定期採用の継続及び平成30年度の採用に際し
ての地元採用枠の創設につきまして、御検討賜りますようお願
い申し上げます。貴社の人材採用につきましては、全国的な規
模で選考されていることは十分に承知をしているところであり
ますが、事情御賢察の上、特段のご高配を賜りますよう、重ね
てお願い申し上げます。

日立市長　　　　　　　小　川　春　樹
日立商工会議所　会頭　秋　山　光　伯
日立公共職業安定所長　大　場　由　雄

◆ 要　望　書 ◆

お盆も営業しております。ご友人・ご家族連れでもご利用ください。

常陸牛の中でも格付け等級最高ランクA-5を使用し、焼肉、ステーキ、
しゃぶしゃぶ、すき焼き、牛肉創作料理・薬完全手作り韓流メニュー
まで、お客様のシーンに合わせたバラエティー豊富な専門料理を取
り揃え、ご来店を心よりお待ちしております。

茨城を食べよう!!
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表彰を受ける常議員　日渡貴夫氏（写真左）と

ぴたバル実行委員会 委員長 松山圭吾氏（写真右）

6月5日 第57回日立商工会議所会頭杯野球大会予選
6月8日 珠算能力検定委員委嘱状交付式
6月9日 正副会頭会議
 産業振興対策委員会企業見学会
 悠々そろばん学習会
6月12日 第57回日立商工会議所会頭杯野球大会予選
 第143回簿記検定試験
6月13日 観光環衛業部会議員協議会
6月14日 ひたちものづくり協議会幹事会
6月16日 日立市料飲業組合連絡協議会役員会
 悠々そろばん学習会
6月19日 第4０回カラーコーディネーター検定試験
6月21日 マイナンバー実務対策セミナー
 ＪＸ金属株式会社、株式会社日立製作所への要望訪問
6月22日 常議員会
 日立市地域ブランド推進協議会
6月23日 特別講演会
 消費税軽減税率対策窓口相談等事業消費税セミナー
 悠々そろばん学習会
6月26日 第207回珠算検定試験
6月27日 産業振興対策委員会

日立商工会議所の動き6月6月6月

日本商工会議所の動き

　政府は６月２日、「第10回経済財政諮問会議・第28回産
業競争力会議合同会議」を開催した。会合では、新たな成長
戦略「日本再興戦略2016」と「経済財政運営と改革の基本
方針2016（骨太の方針）」を取りまとめ、同日、「ニッポン一
億総活躍プラン」とともに閣議決定を行った。会合に出席
した日本商工会議所の三村明夫会頭は、盛り込まれた政策
の確実な実行を求めた。
　日本再興戦略では、名目ＧＤＰ600兆円に向けた「官民
戦略プロジェクト10」を提示。新たな司令塔となる「第４次
産業革命官民会議」を設置し、IoTを活用した第４次産業革
命の実現などを目指す。骨太の方針では、「消費税率の10％
への引き上げを平成31年10月まで２年半延期するととも

に、平成32年度の基礎的財政収支黒字化という財政健全化目標を堅持する」と明記された。
　三村会頭は消費税引き上げの先送りについて、６月１日に行われた定例の記者会見で、「残念だ。社会保障制度の
持続的な維持、さまざまな施策の財源確保を考えると、消費増税は足元では悪い影響を与えるが、将来的に日本に
は必要」と述べた。

経済財政諮問会議・産業競争力会議合同会議 日本再興戦略を決定  三村会頭「確実な実行を」

あいさつする安倍首相(左）と三村会頭（右から５人目）

※首相官邸ホームページより引用

お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

ＪＸ金属株式会社日立事業所　事業所長　小野寛氏（写真上）、株式会
社日立製作所日立事業所　事業所長　村山貢一氏（写真中）、三菱日立
パワーシステムズ株式会社日立工場　地域統括　福田寿士氏（写真下）
による特別講演会を開催。今期の状況と今後の見通しについて聴く。

6.23　特別講演会
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の
確
保
に
つ
い
て
の
要
望

（
別
記
②
）に
つ
い
て
追
認
し
ま
し

た
。
こ
の
要
望
は
、
日
立
市
に
所

在
す
る
企
業
に
お
け
る
新
規
高
等

学
校
卒
業
者
の
定
期
採
用
の
継
続

及
び
平
成
30
年
度
の
採
用
に
際
し

て
の
地
元
採
用
枠
の
創
設
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
、
当
所
秋
山

会
頭
と
小
川
春
樹
日
立
市
長
、
大

場
由
雄
日
立
公
共
職
業
安
定
所
長

の
連
名
に
よ
る
も
の
で
す
。

　報
告
事
項
で
は
、
田
山
専
務
理

事
か
ら
講
演
会
等
に
係
る
外
部
講

師
の
旅
費
・
宿
泊
費
・
謝
金
に
関

す
る
規
定
の
一
部
変
更
と
交
通
運

輸
業
部
会
役
員
選
任
、「
日
立
市

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
利

用
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

（
関
連
記
事
④
⑤
面
掲
載
）に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
会
員
サ
ー
ビ
ス

委
員
会
郡
司
委
員
長
か
ら
会
員
サ

ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
悠
々
そ
ろ
ば

ん
学
習
会
お
よ
び
第
57
回
日
立
商

工
会
議
所
会
頭
杯
野
球
大
会
の
概

要
と
経
過
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

能
登
商
会（
家
電
販
売
業
）

　弁
天
町
１－

15－

13

メ
ナ
ー
ド
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
サ
ロ
ン 

モ
ン
フ
フ
ラ
店（
美
容
業
）

　小
木
津
町
１－

10－

27

表彰を受ける常議員　日渡貴夫氏（写真左）と

ぴたバル実行委員会 委員長 松山圭吾氏（写真右）

6月5日 第57回日立商工会議所会頭杯野球大会予選
6月8日 珠算能力検定委員委嘱状交付式
6月9日 正副会頭会議
 産業振興対策委員会企業見学会
 悠々そろばん学習会
6月12日 第57回日立商工会議所会頭杯野球大会予選
 第143回簿記検定試験
6月13日 観光環衛業部会議員協議会
6月14日 ひたちものづくり協議会幹事会
6月16日 日立市料飲業組合連絡協議会役員会
 悠々そろばん学習会
6月19日 第4０回カラーコーディネーター検定試験
6月21日 マイナンバー実務対策セミナー
 ＪＸ金属株式会社、株式会社日立製作所への要望訪問
6月22日 常議員会
 日立市地域ブランド推進協議会
6月23日 特別講演会
 消費税軽減税率対策窓口相談等事業消費税セミナー
 悠々そろばん学習会
6月26日 第207回珠算検定試験
6月27日 産業振興対策委員会

日立商工会議所の動き6月6月6月

日本商工会議所の動き

　政府は６月２日、「第10回経済財政諮問会議・第28回産
業競争力会議合同会議」を開催した。会合では、新たな成長
戦略「日本再興戦略2016」と「経済財政運営と改革の基本
方針2016（骨太の方針）」を取りまとめ、同日、「ニッポン一
億総活躍プラン」とともに閣議決定を行った。会合に出席
した日本商工会議所の三村明夫会頭は、盛り込まれた政策
の確実な実行を求めた。
　日本再興戦略では、名目ＧＤＰ600兆円に向けた「官民
戦略プロジェクト10」を提示。新たな司令塔となる「第４次
産業革命官民会議」を設置し、IoTを活用した第４次産業革
命の実現などを目指す。骨太の方針では、「消費税率の10％
への引き上げを平成31年10月まで２年半延期するととも

に、平成32年度の基礎的財政収支黒字化という財政健全化目標を堅持する」と明記された。
　三村会頭は消費税引き上げの先送りについて、６月１日に行われた定例の記者会見で、「残念だ。社会保障制度の
持続的な維持、さまざまな施策の財源確保を考えると、消費増税は足元では悪い影響を与えるが、将来的に日本に
は必要」と述べた。

経済財政諮問会議・産業競争力会議合同会議 日本再興戦略を決定  三村会頭「確実な実行を」

あいさつする安倍首相(左）と三村会頭（右から５人目）

※首相官邸ホームページより引用

お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

ＪＸ金属株式会社日立事業所　事業所長　小野寛氏（写真上）、株式会
社日立製作所日立事業所　事業所長　村山貢一氏（写真中）、三菱日立
パワーシステムズ株式会社日立工場　地域統括　福田寿士氏（写真下）
による特別講演会を開催。今期の状況と今後の見通しについて聴く。

6.23　特別講演会
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1．調査対象

（1）「日立市スーパープレミアム商品券」の購入者。

2．調査方法

（1）95,500セットを販売及び無料配布し、日立市スーパープレミアム商品券付帯のアンケート票に回答した

　 10,760人を対象とした。回収率は、11.2％であった。

3．調査期間

（1）平成27年6月～平成2８年1月中旬

　本アンケート結果において、商品券利用額合計（94,266千円）のうち、「①普段の買い物」の割合は53.6%（50,488

千円）、「②商品券をきっかけに購入した商品など」の割合は46.4%（43,778千円）でした。また、「②商品券をきっか

けに購入した商品など」の購入で商品券に追加した金額は28,466千円と、商品券利用額の合計の30.2％に相当し

ました。

　これらの構成比を、本事業の換金総額に乗じ（総額換金額563,064千円×利用額割合額％）の、事業規模の各金額

を推計したところ、以下のように算出されました。

　以上から、商品券事業による消費喚起効果は、『「②商品券をきっかけに購入した商品など」に使用した商品券利

用額』（261,262千円）と、『「②商品券をきっかけに購入した商品など」（170,045千円）で商品券に追加した金額』の

金額を合算した、431,307千円（4億3,100万円）と推計しました。

　今回の商品券事業において、商品券がどのように使われたか、また、どのような消費喚起効果をもたらしたかを、

アンケート調査結果を基に分析しました。

【分析】

1．商品券事業は生活支援につながったのか、消費喚起につながったのか

 ・ 商品券の使用目的については、金額面で考えると、「①普段の買い物」が商品券利用額全体の5割、「②商品券をき

　っかけに購入した商品など」が4割あったことから、普段の買い物という『生活支援』に利用された側面がわずか

　に強かったと考えられます。

 ・ 商品券をきっかけに商品等を購入したという『消費喚起』の面でも4割が使われており、『生活支援』のみならず、

　『消費喚起』にも一定の効果があったことがわかります。

 ・ 使用目的別に、商品券利用額と追加した金額の構成比をみると、「①普段の買い物」では、商品券利用額が8割、追

加した金額が2割となっています。

 ・ 「②商品券をきっかけに購入した商品など」では、商品券利用額が6割、追加した金額が4割となっており、『消費

　喚起』に商品券が使われた場合は、『生活支援』に商品券が使われた場合よりも多くの、現金などの追加支出を伴

　ったと推察されます。

2．商品券事業が直接経済効果につながった業種

 ・ 商品券を主に利用した店舗は、「食料スーパー・総合スーパーなど」が7割で突出して高く、最も直接経済効果を

　得た業種と考えられます。

 ・ 次いで多い「その他」では2割となり、それ以外の店舗はいずれも1割以下にとどまっています。

3．消費喚起につながった場合において、具体的に経済効果が見られた業種

 ・ 「②商品券をきっかけに購入した商品など」での、代表的な購入品を2つまで尋ねたところ、商品券利用額では、

「家電製品」が全体の5割を超え、利用額が多い結果となりました。

 ・ 次いで「その他」「衣類、寝具」となっていますが、これらはいずれも1割以下にとどまっています。

 ・ 追加した金額では、「家電製品」が最も多く、次いで「住宅関連」、「その他」の順で多くなっていますが、こちらも商

品券利用額同様に、「家電製品」が全体の5割を超えた以外は、1割にとどまっています。

 ・ 以上より、「家電製品」では、現金の追加支出を伴いつつ多額の商品券が使用されており、これらの商品を扱う業

　種において、商品券の利用と現金の追加支出の双方によって、より強く消費が喚起されたと考えられます。

４．1万円以上の高額商品・サービスを購入した具体例からみる経済効果

 ・ 本調査で回答があった「1万円以上の商品・サービス」（1,947件）を購入品目別に分類したところ、「家電製品」が

655件（33.6％）と最も多く、次いで「加工食品、食料等」が230件（11.8％）となっています（「その他」を除く）。

 ・ 以上より、「家電製品」および「加工食品、飲料等」を取り扱っている業種において、特に高額商品の売上が増加し

　たと考えられます。

【総論】

 ・ 今回のスーパープレミアム商品券事業における商品券の使用状況をみると、『生活支援』が主体となっている一

方で、４割は『消費喚起』につながり、また新たな現金等の追加支出を促したことがわかりました。

 ・ なお、商品券事業が直接経済効果につながった業種としては、「食料スーパー・総合スーパーなど」が突出して高

くなっていた点や、消費喚起につながった場合の経済効果が見られた業種や1万円以上の高額商品・サービスで

「家電製品」と「衣類、寝具」が多く挙げられていたことからは、一部の業種や商品・サービスに経済効果が集中し

ていた状況がみられます。

 ・ 今後、商品券事業を行う際は、地域全体の経済活性化の観点から、どのようにして、より多くの業種や商品・サー

ビスに効果が行きわたるよう支援していくかが重要であると考えられます。

 ・ 商品券を主にどのようなお店で利用しましたか。※複数回答可

全　　体

Ⅰ．アンケート調査の概要

Ⅱ． 消費喚起効果

Ⅳ ．集計表

Ⅲ ．分析および総論　　※集計表参照

委託先：株式会社東京商工リサーチ水戸支店

「日立市スーパープレミアム商品券」「日立市スーパープレミアム商品券」「日立市スーパープレミアム商品券」
利用実態に関するアンケート調査報告書（抜粋）

※平成28年3月23日現在

「①普段の買い物」に使用した商品券利用額

「②商品券をきっかけに購入した商品など」に使用した商品券利用額

「②商品券をきっかけに購入した商品など」で商品券に追加した金額

（換金総額）の53.6%

（換金総額）の46.4%

（換金総額）の30.2%

563,064千円

301,802千円

261,262千円

170,045千円

本 事 業 の 換 金 総 額 利用額割合

男性

女性

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

性

　別

年

　
　齢

　
　別

回答人数 計
食品店・総合
スーパー

衣料品店 飲 食 店
学習塾・教育
機関

娯楽・レジャー
施設、宿泊施設

理美容店 タクシー等 そ の 他

11,211

3,166

7,253

134

275

1,185

2,046

1,551

2,897

2,995

8,169

2,038

5,577

79

193

865

1,460

1,198

2,167

2,132

72.9

64.4

76.9

59.0

70.2

73.0

71.4

77.2

74.8

71.2

728

183

484

6

16

66

145

77

183

221

6.5

5.8

6.7

4.5

5.8

5.6

7.1

5.0

6.3

7.4

656

201

402

19

25

120

131

70

150

134

5.9

6.3

5.5

14.2

9.1

10.1

6.4

4.5

5.2

4.5

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

194

85

94

4

4

30

14

11

77

53

1.7

2.7

1.3

3.0

1.5

2.5

0.7

0.7

2.7

1.8

391

124

225

7

16

28

59

34

107

128

3.5

3.9

3.1

5.2

5.8

2.4

2.9

2.2

3.7

4.3

13

7

6

0

0

1

1

0

4

7

0.1

0.2

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.1

0.2

1,883

726

1,018

27

46

186

344

217

416

613

16.8

22.9

14.0

20.1

16.7

15.7

16.8

14.0

14.4

20.5

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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品券利用額同様に、「家電製品」が全体の5割を超えた以外は、1割にとどまっています。

 ・ 以上より、「家電製品」では、現金の追加支出を伴いつつ多額の商品券が使用されており、これらの商品を扱う業

　種において、商品券の利用と現金の追加支出の双方によって、より強く消費が喚起されたと考えられます。

４．1万円以上の高額商品・サービスを購入した具体例からみる経済効果

 ・ 本調査で回答があった「1万円以上の商品・サービス」（1,947件）を購入品目別に分類したところ、「家電製品」が

655件（33.6％）と最も多く、次いで「加工食品、食料等」が230件（11.8％）となっています（「その他」を除く）。

 ・ 以上より、「家電製品」および「加工食品、飲料等」を取り扱っている業種において、特に高額商品の売上が増加し

　たと考えられます。

【総論】

 ・ 今回のスーパープレミアム商品券事業における商品券の使用状況をみると、『生活支援』が主体となっている一

方で、４割は『消費喚起』につながり、また新たな現金等の追加支出を促したことがわかりました。

 ・ なお、商品券事業が直接経済効果につながった業種としては、「食料スーパー・総合スーパーなど」が突出して高

くなっていた点や、消費喚起につながった場合の経済効果が見られた業種や1万円以上の高額商品・サービスで

「家電製品」と「衣類、寝具」が多く挙げられていたことからは、一部の業種や商品・サービスに経済効果が集中し

ていた状況がみられます。

 ・ 今後、商品券事業を行う際は、地域全体の経済活性化の観点から、どのようにして、より多くの業種や商品・サー

ビスに効果が行きわたるよう支援していくかが重要であると考えられます。

 ・ 商品券を主にどのようなお店で利用しましたか。※複数回答可

全　　体

Ⅰ．アンケート調査の概要

Ⅱ． 消費喚起効果

Ⅳ ．集計表

Ⅲ ．分析および総論　　※集計表参照

委託先：株式会社東京商工リサーチ水戸支店

「日立市スーパープレミアム商品券」「日立市スーパープレミアム商品券」「日立市スーパープレミアム商品券」
利用実態に関するアンケート調査報告書（抜粋）

※平成28年3月23日現在

「①普段の買い物」に使用した商品券利用額

「②商品券をきっかけに購入した商品など」に使用した商品券利用額

「②商品券をきっかけに購入した商品など」で商品券に追加した金額

（換金総額）の53.6%

（換金総額）の46.4%

（換金総額）の30.2%

563,064千円

301,802千円

261,262千円

170,045千円

本 事 業 の 換 金 総 額 利用額割合

男性

女性

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

性

　別

年

　
　齢

　
　別

回答人数 計
食品店・総合
スーパー

衣料品店 飲 食 店
学習塾・教育
機関

娯楽・レジャー
施設、宿泊施設

理美容店 タクシー等 そ の 他

11,211

3,166

7,253

134

275

1,185

2,046

1,551

2,897

2,995

8,169

2,038

5,577

79

193

865

1,460

1,198

2,167

2,132

72.9

64.4

76.9

59.0

70.2

73.0

71.4

77.2

74.8

71.2

728

183

484

6

16

66

145

77

183

221

6.5

5.8

6.7

4.5

5.8

5.6

7.1

5.0

6.3

7.4

656

201

402

19

25

120

131

70

150

134

5.9

6.3

5.5

14.2

9.1

10.1

6.4

4.5

5.2

4.5

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

194

85

94

4

4

30

14

11

77

53

1.7

2.7

1.3

3.0

1.5

2.5

0.7

0.7

2.7

1.8

391

124

225

7

16

28

59

34

107

128

3.5

3.9

3.1

5.2

5.8

2.4

2.9

2.2

3.7

4.3

13

7

6

0

0

1

1

0

4

7

0.1

0.2

0.1

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.1

0.2

1,883

726

1,018

27

46

186

344

217

416

613

16.8

22.9

14.0

20.1

16.7

15.7

16.8

14.0

14.4

20.5

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.20％（平成28年7月1日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.30％（平成28年7月1日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または経営支援課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.30％（平成28年7月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
◯日立市内(十王地域を除く)で1年以上継続して同一事
業を営んでおり、税務申告をしている方

◯当所の経営指導を原則として６ヶ月以上受けている方
◯従業員20名以下（商業・サービス業は５人以下）の小規
模事業者の方

◯所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは経営支援課まで

日立商工会議所女性起業家交流グループみゅーずｎｅｔ 主催

お申込み・問い合せ　日立商工会議所みゅーずｎｅｔ事務局　ＴＥＬ0294-22-0128 FAX 0294-22-0120

講演会開催のお知らせ

「夢を叶える！時短整理収納術」「夢を叶える！時短整理収納術」
2016.8.27(土)  13：30～15：30  日立商工会議所会館4F  ドームホール

・ 今、やってみたいことはなんですか？　　・ かたづけって「後」片付け？
・ 動きやすい！探さない！ストレスフリーの収納方法
・ 無理なくできるスッキリお部屋の続けかた

収納って面倒！でも散らかっているとイライラする！そんなプチストレスを解消して、
お部屋を快適空間にしちゃいましょう。毎日続けられる整理収納方法をご紹介いたします。

受講料無
料

1971年、茨城県生まれ。整理収納下手な中での子育てから整理収納アドバイザーの資格を取
得。子供が小学校入学後、住宅会社に勤務、同時にインテリアコーディネーター資格を取
得。現在は新宿のインテリアスクールでの講座や自宅での収納カウンセリングのほか、「昨
日よりも一歩前進が感じられる」整理収納作業、プラン提案をしている。体と心に負担のな
いシンプルで使いやすい収納がモットー。講師HP http://www.ho-ha-ba.com/

整理収納アドバイザー・インテリアコーディネーター     NPO法人　ハウスキーピング協会認定講師
講師 ： 塚本　英代 氏

こちらのバナーをクリック！
日立商工会議所のホームページから

日立商工会議所のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます http://www.hitachicci.or.jp

会員事業所の皆様の経営支援をインターネットを通じてサポートします。

ＷＥＢセミナーは、インターネットで映像コンテンツを視聴することにより、様々な経営情報が取得できるサービスです

商工会議所の
ホームページより
ご覧いただけます

ＷＥＢセミナーＷＥＢセミナー
お勧めプログラムのご案内

ＩＤとパスワードは ＩＤ：ｋ００９５　パスワード：０１２８

利用者は
専用ＩＤとパスワードを入れて

ログインする事で
コンテンツが視聴可能となります


